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研究 の概要

情報 処理 の多言語化(Multi・hngualization)は 、文 字 コー ドの国際標 準化 か ら始 ま り、イ ン

ターネ ッ トの ウェブ ・ぺ0ジ の多言 語化 で大 きく前進 した。しか し、これ まで の多言 語化 は文字

や 文書 の範 囲 に留 ま って い る と言 って よい。我 々は、情報処理 の根幹 をなす プ ログラ ミングにお

ける多言 語化 の研 究 を進 めて きた。

本研究 では、 昨年 度 に引き続 き、Java言 語 を共通 の媒 介言語 と して、 ある国また は地域 の 自

然語 をべ0ス と したプ ログラム記述(自 国語 プ ログ ラム と呼ぶ)を 、Javaプ ログラムへ と変換

す るこ と、またそ の逆変換 も可能 とす るこ との研究 を行 った。

本年度 は、Javaプ ログラムで多用 され るJavaAPI(Javaの 持 つ標 準 ク ラス、APIニApplication

ProgrammingInterface)を 対象に 、JavaAPIで 用 い られ る変数名や メ ソ ッ ド名 の 自国語表記

を定 め、それ を英 語べ一 スのJavaAPIと の間 で相 互変換す る方法 を研究 した。 この相互変換 の

た めに、 これ まで の変換表 に代 わって、変換 辞書 を用 いる方式 とした。 辞書 に、APIを 構成す

る要 素の単語 を登録 してお き、 この辞書 を用 いてAPI用 語 を自動変換す る よ うに した。 この変

換 は、 自然語 の翻訳 に近 い ものにな る。

この方式 を実 装 した結果 、かな り広 い範囲 のJavaプ ログラム を 自国語 に変換 で き、またそ の

逆変換 も可 能 になった。 これ に よ り、Javaベ ー スの 自国語 プ ログ ラ ミングの実用性 が従 来 に比

べて飛躍 的に 向上 した。

研究の成果

1.実 現方式

(1)方 式概要

本年度実現 した方式の概要を図1に 示す。
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図1変 換辞書を用いた変換方式
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変換 プ ログ ラムは辞書 を参照す るこ とに よ り、次 を行 う。

・自国語表記 プ ログ ラム をJavaプ ログラムへ 自動変換

・Javaプ ログラムを 自国語表記 プ ログ ラムへ 自動変 換

(2)辞 書 の構成

辞 書 に登録す る対象 は次の もので ある。

・プ ログラ ミング言語 の キー ワー ド

・プ ログラ ミング言語 のAPIを 構成す る単語

これ らの ものにつ き、次 の情報 を辞 書 に含 めた。

・Java表 記

・自国語表記

・品詞情報

辞 書の一部 を図2に 示す 。

Java 日本語 品詞

class クラス キ ー ワー ド

public 公の キ ー ワー ド

if もし キ ー ワー ド

int 整数 キ ー ワー ド

new 新規の キ0ワ ー ド

draw 描く 動詞

String 文字列 名詞

set 設定 動詞

Color 色 名詞

get 取得 動詞

Image 画像 名詞

Java 日本語 品詞

next 次の 形容詞

Token トー クン 名詞

current 現在の 形容詞

Thread スレッド 名詞

mouse マ ウス 名詞

Clicked がクリックされた 過去分詞

1S ? be動 詞

Alive 生存 形容詞

push 押す 動詞

Back 後に 副詞

IOException
入出力例外 名詞

図2変 換辞書の内容(一 部)

(3)変 換 アル ゴ リズム

JavaAPIで 用 い られ てい る名前(の 殆 ど)は 次の よ うな構文構造 になってい る。

(i)単 語 一つ

(ll)単 語 二っ の並び

(血)単 語+前 置詞+単 語

これ に対応 させ て、 日本語 の場合 の表記 は次 の よ うに した。

(i)単 語一 つ

(ll)単 語 二つの並び

ただ し、英語べ一 スのJavaAPIと は語順 が逆に なる こともあ る。

(i五)単 語+助 詞+単 語

この よ うな構 文構造 を持 ったAPI用 語 の変換 には、各 単語 の 品詞 情報が必要 で ある。 それ を

利用 して、 自然 語 の機械翻 訳 と同様 に、次 の手順で変換 を行 った。

① 名前 の構 文解析:単 語への分解

一104一



②単語毎の変換

③品詞情報に基づく名前の合成

2.結 果

辞 書に、通常 のJavaの 参考書で用 い られて いる レベ ルのJavaAPIに 含 まれ る単語約500個

を登録 した。

教材 に用い てい る多 くのJavaプ ログラムを、

・日本語表記 へ変換

・日本語表記 の もの をJavaに 逆変換

す る こ とが できた。

Javaプ ログ ラムか ら自動 変換 した 日本語 表記 プ ログラムの例 を図3に 示す。

3.今 後 の課題

(1)辞 書 の拡充

「コアJavaAPI」 の用語 を全 て辞 書化 した い。

(2)変 換 アル ゴ リズムの拡張

3単 語 以上の場合 の変換アル ゴ リズム な ど。

(3)API変 換 のlocalization

キ0ワ0ド の場 合 と違 って、API用 語 の変 換 は難易 度 はそれ ほ ど高 くない ものの、一種 の機

械 翻訳 であ る。 した がって、変換す る対象 言語のペ ア毎に、別 々の処理 が必 要に なる。本年度 の

実装 はJava(す なわ ち英語)と 日本語 の間の変換 に特化 した作 りになってい る。API用 語 変換

の部分 を、対象 言語ペ ア毎 に複 数 の実装 を組み込 め るよ うに し、実行時 に該 当す る変換処理 を呼

び 出せ るよ うな構造 に拡張す べ きで ある。

(4)プ ログ ラムの表示形式(レ ンダ リング)に 関す る拡張

初年 度 の研 究では 、キー ワー ドは太字 で、またAPI用 語 は斜字 で表現す るこ とも可能 に した。

本年 度の実装 では この部 分はや り残 してい る。

さ らに、色 を利用 した レンダ リング も検討 したい。

実現技術 と して はXHTMLま た はXMLを 利 用す るのが よい だ ろ う。

(5)記 述 実験お よび読解 実験

実際 に記 述お よび読解の実験 を行い、実際 の効果 の確 認お よび方式改 善への フ ィー ドバ ックを

行い たい。
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